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ジェットと降着円盤の組み合わせは宇宙のさまざま天体でみられる。ジェットと質量降着との関係についていく
つもの理論が提唱され、数値シミュレーションで検証されている一方、その観測的検証は容易でない。特に原始
星や前主系列星のジェットについては、ジェットが放出される領域や加速領域を空間分解できないことが、観測的
検証の大きな障壁となってきた。
われわれは代替のアプローチとして、３つの活発な前主系列星について、ジェットや質量降着の長期モニタリ

ング観測を 2010年より進めている。2016年春の講演では、CFHT 3.6-m で観測している可視輝線（＝質量降着
の指標）の輝線プロファイルが複雑な長期変動を示すことを報告した。本講演では、さらに継続した CFHTの観
測や可視測光の変動を、Gemini 8-m や VLT 8-m によるジェットのモニタリング観測との結果と比較する。この
ことにより、ジェット放出による構造の少なくとも一部が、観測された質量降着と時間相関することを示す。
この観測結果は、ジェットが星のごく近傍から放出されていることを示唆する。ジェット加速や質量降着メカニ

ズムのさらなる解明のためには、輝線プロファイルの時間変動に対するさらなる理論的理解を必要とする。


